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１．研究計画の概要 
 本研究は、第２次世界大戦末期の「マニラ
戦」に対象を絞り、これを「実像」と「記憶」
の両面から学際的・総合的に検討し、さらに
収集史資料と研究成果を翻訳・発信すること
により、戦争の過去をめぐる日本・フィリピ
ン（比）・アメリカ合衆国（米）など関係諸
国間の「より質の高い対話と和解」実現の一
助となること、すなわち平和のための地域研
究を目的とする。具体的には（１）「マニラ
戦」における民間人の大量死と残虐行為・都
市破壊の原因究明と（２）戦後における「マ
ニラ戦」問題の展開を研究のふたつの柱とす
る。さらに後者の個別的な研究主題として、
①「マニラ戦」をめぐる戦争責任問題の展開、
②加害・被害の関係者や関係諸国民への社
会・文化精神医学的な影響、③「マニラ戦」
の記憶と表象を検討するとともに、④なぜこ
の問題が「南京事件」のように関係諸国間で
「歴史問題」化していないのかを分析し、⑤
今後「歴史問題」化する可能性はないのか、
⑥「真実と和解」の望ましい道を実現するた
めの課題は何かを検討して、その研究成果を
実践的に社会に還元してゆく。 
 
２．研究の進捗状況 
  平成１９年度は、まず、①中野、林、永井
が米国立公文書館を中心に史料収集を開始
し、あわせて中野は「マニラ戦」生存者のイ
ンタビュー調査を実施した。つぎに、②「南
京事件」との比較・相関研究のために研究組
織に笠原十九司氏を加えた（7 月）。さらに、
③研究成果の社会還元を予想以上に早く開
始した。具体的には中野と林がＮＨＫ「マニ
ラ市街戦：焦土への一ヶ月」に制作協力し、

同番組（平成 19 年度文化庁芸術祭優秀賞受
賞）8 月に放映され大きな反響を呼んだ。さ
らに公開シンポジウムを日本（一橋大学、12
月）およびフィリピン（アテネオ・デ・マニ
ラ大学、2008 年 3 月）で開催した。 
  平成２０年度は、①林、永井が史料収集を
継続し、中野はマニラ都市史関連資料の収集
を開始した。宮地はマニラ戦被害者のトラウ
マ研究を開始した。つぎに、②研究成果の発
信に力を入れ、中野が第 8 回国際フィリピン
研究会議（2008 年 7 月、マニラ）で研究報
告を行い、10 月にリカルド・ホセ（フィリピ
ン大学）、リディア・ホセ（アテネオ・デ・
マニラ大学）両教授を招聘、2009 年 3 月に
ハーバート・ビックス教授（ＳＵＮＹビンガ
ムトン大学）を招聘してワークショップを一
橋大学で開催するなどした。さらに、③中野
が1990年以来行ってきたおよそ30時間分の
テープをデジタル・テキスト化した。 
  平成２１年度は、①海外での研究成果発信
に重点をおき、2009 年 11 月にジョージ・ワ
シントン大学で、2010 年 3 月にはハワイ大
学マノア校で国際ワークショップを開催し
た。つぎに、②永井（マニラ）、中野（ワシ
ントンＤＣ）がそれぞれ資料調査・インタビ
ューを行い、荒沢千賀子（一橋大学院生）が
マニラ戦のスペイン人生存者に対するイン
タビュー調査を行った。さらに、③各分担
者・連携研究者が本科研に直接関連する論
文・著書を相次いで発表するなど、研究成果
の公開を本格化させた。  
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
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 「マニラ戦」の実像と記憶をめぐる資料収
集・調査分析は予想を上回る画期的な成果を
あげている。また国内外における研究成果の
発信でも公開ワークショップ・シンポジウム
をあわせて１０回（国内 7 回、国外３回）開
催した。研究成果を実践的に社会に還元する
という点では予想よりも早くＮＨＫ制作ド
キュメンタリーに制作協力することで大き
な成果をあげた。その一方、関連する重要資
料の選定と相互翻訳、ウェブサイトの構築・
公開はまだ準備段階を脱していない。以上を
総合して「おおむね順調に推移している」と
判断した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 （１）最終年度である平成２２年度は、引
き続き海外（フィリピン、アメリカ）におけ
る研究成果の発信に力をいれる。とくにフィ
リピン社会に研究成果を還元することに力
を入れたい。 
 （２）研究成果の総括ワークショップを東
京において開催する。 
 （３）マニラ戦関係資料の相互翻訳・出版
にむけて資料の翻訳作業を進めるとともに
共同研究論文集の構想を完成させ、史料集お
よび論文集の出版に向けた作業を開始する。 
 （４）研究成果を公開するウェブサイトを
構築し、年度末までに公開する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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